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目的地別
インフォメーション
ウルル(エアーズロック)
周囲の地表から348m高くそびえ立ち、外周は9.4
キロにわたるウルル(エアーズロック)は、威厳に満
ち畏敬の念を感じさせられます。この有名な一枚岩
は、太陽の通過とともに色を変化させ、1日を通じて
独特の雰囲気をかもし出しています。AAT Kingsの
ウルル観光ツアーにご参加のお客様は、遥か昔から
この精神的・文化的象徴とともに生きてきたアボリ
ジニの存在を感じることができるかもしれません。
ウルルの日の出と日の入りのツアーは非常に人気
が高く、忘れ得ない中央オースラリアの思い出を提
供してくれることでしょう。(ウルルの色の変化は天
候によります。)

ウルル(エアーズロック)登山
距離:   往復3.2km
所要時間: 約2時間

ウルルの登山は非常に困難です。マラウォーク駐車場から始まるウルル登山道の最初の3分の1は45度以上の急斜面となっています。こ
の部分には鎖が張られており、それにつかまりながら登ります。残りの部分には鎖はありません。通常、下る時に比べて登る時のほうが時
間を要します。参加者は、適切なウォーキングシューズまたはブーツを着用するほか、カメラ、水、身の回り品などはバックパックに入れて、
必要な時に身体を支えることができるように両手を自由に使えるようにしましょう。
登山は1年を通して、次のような理由により予告なしに閉鎖されることがあります。アボリジニの文化的理由、高温、強風、雨及び日光の量
が不十分等、このような理由によって閉鎖された場合には、麓めぐりツアーあるいは他の観光ツアーが用意されます。
ウルルの伝統的な所有者、アボリジニ“アナング”の人々はウルルの登山を勧めていません。その理由は、ウルルは彼らにとって、歴史的に
大変重要な意味を持つ、神聖な場所だからです。この場所で死亡者や怪我人が出る事を彼らは大変嘆き悲しんでいます。登山をされるか
どうかはお客様ご自身の選択でお決めください。また、登山をされると決められた方はご自身の責任で登ってください。登山をされない方
はカルチャーセンター見学(ガイド無し)等をご案内いたします。

マラ ウォーク
距離:   往復約2km
所要時間: 約1時間

マラウォークは、登山口を起点とする平坦な遊歩道です。ウルルの麓に生育しているブラッドウッドの木々の間をうねりながら、カンジュ 
ゴージまで続きます。この散歩道では、アボリジニの聖地とアボリジニのロックアートが描かれた数多くの洞窟をご観賞いただけます。
カンジュゴージは90メートルの絶壁となっており、雨の日には見事な滝へと姿を変えます。カンジュゴージの麓には、半永久的なウォー
ターホールがあります。とてものどかなウォークで、ゆっくりしたペースで進みます。

クニヤ（ムティジュル） ウォーク
距離:   往復約1km
所要時間: 約45分

このウォークは、野生のブラッドウッドやブッシュ プラムの木々の間に作られた平坦な遊歩道に沿って、ウルル(エアーズロック)の麓にある
ムティジュル ウォーターホールへと向かいます。ムティジュル ウォーターホールは、ウルル最大の常に水をたたえているウォーターホール
です。激しい雨の時には、雨水がウォーターホールの中に流れ込み、壮観を呈します。散策の途中には、ガイドが周辺の植物、ウルルの歴史
や地質を解説します。また、洞窟に描かれたアボリジニロックアートの説明もします。このウォークにはアボリジニの聖地が含まれていませ
んので、ご自由に写真撮影していただけます。
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